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『中国漢字学講義』は、著者・裘錫圭が北京大学中文系で行ってい
た漢字学の講義原稿を基に著された。原著は中国の商務印書館刊の
『文字学概要』で、同書は 1988 年に出版されて以来、30 年以上経
った今も中国で漢字学テキストとして読み継がれている。

日本語訳としては過去に早稲田大学中国古籍文化研究所のもの
（2007 年）があるが、それ以来の改訳、日本語版で市販は今回が初
となる。そもそも文字とは何かから始まる体系的・本格的な漢字学
の階梯でありながら、語りかけるような文体で親しみやすい学術書
となっている。

本書は、文字が形成される過程から始まり、漢字固有の性質を特
定し、その形成と発展、形体の変遷を詳述した上で、漢字の基本類
型に沿って例を挙げる構成をとる。本書における漢字の基本類型は、
①表意文字、②形声文字、③仮借 の３類型とする「三書説」である。

文字の形成過程の最終段階は、完全に言語を記録できる文字体系
となることだが、漢字の場合、形成時期は夏の時代（紀元前 1,600
年前後）より前に遡ることはないと考えられ、著者はその時代を殷
代とする。

殷代後期 ~秦代（紀元前14世紀から紀元前3世紀末）の期間は「古
文字の段階」であり、始皇帝の全中国統一後、急速に文字統一の事
業が進められた結果、秦系文字の正体が小篆（しょうてん）となり、
俗体は隷書となった。しかし、この小篆による文字統一からほどなく、
小篆にとって代わって隷書が主たる字体となる。この「隷書・楷書
段階」は漢代に始まり、現代に至っている。

現在一般に用いられている漢字の数は5,000字から6,000字だが、
2010 年に中国で出版された『漢語大辞典』（第二版）には、60,370
字が収録されているという。本書で例示される漢字はその一部分に
過ぎないが、訳者あとがきに記されているように、全書を通して漢
字という文字をどういうものとして捉えるかという著者の考え方が
一貫して示され、中国の文字世界を理解する上でのメソッドは明快
である。

本書を読むと、ある漢字を誰もが同じ読みをし、そこから同じ意
味を汲み取れる現代日本の状況がかえって不思議にも感じる。長年
月をかけた文字や書体の統一の取組の恩恵を感じざるを得ない。

漢字学の学徒はもちろん、漢字の古音に対する理解が進むことや、
楷書・行書・草書の書体が確立していく中で書聖・王羲之などの功
績も知れることから、中国語学習者や書家各位にも一読を勧めたい。
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